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新
年
の
ご
挨
拶

宮
司

澤
田
政
泰

１０月１１日　本殿遷座祭　祭典前　

　
令
和
二
年
庚
子
の
新
春
を
迎
え
、
国
運
の
隆
昌
な
ら

び
に
皇
室
の
ご
安
泰
は
も
と
よ
り
、
氏
子
崇
敬
者
各
位

の
ご
多
幸
、
ご
発
展
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
て
は
、
十
月
の
即
位
礼
正

殿
の
儀
、
十
一
月
の
大
嘗
祭
と
諸
儀
式
が
厳
粛
に
執
り

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
又
、
今
年
の
水
害
等
の
被
害
に
あ

わ
れ
た
方
に
深
い
お
心
を
寄
せ
て
お
ら
れ
る
御
様
子
を

拝
し
、
素
晴
ら
し
い
皇
室
を
戴
い
た
日
本
に
生
ま
れ
た

喜
び
を
、
改
め
て
か
み
し
め
ま
し
た
。

　
さ
て
、
当
社
の
御
鎮
座
千
百
七
十
年
の
大
修
造
事
業

は
順
調
に
進
み
、
昨
秋
に
本
殿
遷
座
祭
を
迎
え
る
ば
か

り
と
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
台
風
十
九
号
が
日
本

直
撃
と
の
予
報
、
如
何
し
た
も
の
か
と
考
え
ま
し
た

が
、
日
程
の
変
更
は
難
し
く
予
定
ど
お
り
強
行
い
た
し

ま
し
た
。
幸
い
な
事
に
、
台
風
が
若
干
東
側
に
逸
れ
て

く
れ
十
月
十
一
日
の
夜
は
雨
も
降
ら
ず
本
殿
遷
座
祭
は

恙
な
く
斎
行
で
き
ま
し
た
。
翌
十
二
日
の
奉
祝
祭
は
雨

と
な
り
足
元
の
悪
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
数
の
御
来

賓
や
氏
子
崇
敬
者
の
参
列
を
い
た
だ
き
、
午
後
よ
り
は

御
影
公
会
堂
に
場
所
を
移
し
祝
宴
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
祝
宴
は
、
弓
弦
羽
神
社
修
造
奉
賛
会
会
長
・
菊
正

宗
酒
造
会
長
嘉
納
毅
人
様
よ
り
御
礼
の
ご
挨
拶
の
後
、

工
事
関
係
者
に
感
謝
状
と
金
一
封
の
贈
呈
。
続
い
て
、

御
来
賓
の
兵
庫
県
神
社
庁
長
・
湊
川
神
社
宮
司
垣
田
宗

彦
様
の
ご
発
声
に
よ
る
、
灘
の
旨
酒
（
菊
正
宗
・
白

鶴
・
剣
菱
）
の
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
。
途
中
、
御
来

賓
の
衆
議
院
議
員
盛
山
正
仁
様
、
神
戸
市
会
議
員
安
井

俊
彦
様
な
ど
の
祝
辞
や
、
終
盤
に
は
氏
子
青
年
会
の
カ

ラ
オ
ケ
大
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
た
だ
、
新
幹
線

等
の
計
画
運
休
で
、
ご
遠
方
よ
り
の
数
人
に
ご
参
列
い

た
だ
け
な
か
っ
た
事
は
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
十
三
日
は
台
風
一
過
の
晴
天
と
な
り
氏
子
各
町
よ

り
奉
祝
の
「
だ
ん
じ
り
」
の
宮
入
で
三
日
間
の
諸
祭

儀
・
行
事
は
全
て
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
中
門
・
瑞

垣
の
屋
根
替
や
境
内
整
備
な
ど
は
若
干
残
っ
て
は
お
り
ま

す
が
、
大
き
な
事
業
は
ほ
ぼ
終
わ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
宮
司
と
し
て
、
奇
し
く
も
御
代
替
わ
り
の
令
和
元
年

に
弓
弦
羽
神
社
八
十
三
年
ぶ
り
の
本
殿
遷
座
祭
を
無
事

ご
奉
仕
で
き
ま
し
た
事
は
大
神
様
の
お
導
き
と
ご
加
護

に
よ
る
も
の
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
此
の

度
の
事
業
に
ご
奉
賛
・
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
方
々
に
は

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。



あ
っ
た
よ
う
で
す
。そ
の
こ
と
が
柳
田
國
男
（
や
な
ぎ
た
く
に

お
）の『
山
の
人
生
』に
も
出
て
き
ま
す
。「
御
産
立
て
」（
お
ぼ
た

て
）
と
い
う
風
習
か
ら
そ
れ
は
う
か
が
え
ま
す
。要
約
す
れ
ば
、

オ
オ
カ
ミ
の
遠
吠
え
が
聞
こ
え
た
ら
「
き
っ
と
そ
の
あ
た
り
で

お
産
を
す
る
に
違
い
な
い
」
と
村
人
た
ち
は
話
し
合
い
、
三
升

の
豆
ご
飯
を
炊
き
、
お
産
の
場
所
近
く
を
刈
り
払
い
、
お
供
え

を
終
え
て
帰
っ
て
く
る
と
い
う
風
習
で
す
。西
洋
に
お
け
る
オ

オ
カ
ミ
観
と
随
分
違
い
が
あ
り
ま
す
ね
。次
回
は
、
私
が
宮
司

と
し
て
体
験
し
た
「
オ
オ
カ
ミ
送
り
」
の
神
事
に
つ
い
て
お
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
§
１
　
全
国
熊
野
会
　
熊
野
大
神
を
お
祀
り
す
る
神
社
の

会
、
熊
野
三
山
を
始
め
約
一
七
〇
社
が
加
盟
、
毎
年
各
地
区
回

り
持
ち
で
全
国
大
会
を
開
催
。今
年
は
兵
庫
県
が
当
番
で
し

た
。因
み
に
、
当
社
も
河
合
宮
司
様
の
葦
原
神
社
も
名
前
に
は

熊
野
が
付
い
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
熊
野
大
神
を
お
祀
り
し
て
お

り
ま
す
。熊
野
大
神
と
申
し
ま
し
て
も
、
神
様
の
お
名
前
は
若

干
違
う
事
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
船
上
神
社
の
本
宮
の
三
柱
の
神

様
は
当
社
の
御
祭
神
と
全
く
同
じ
で
す
。

　
§
２
　
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
の
三
宮
コ
パ
・
カ
バ
ー
ナ
よ
り
プ

ロ
の
サ
ン
バ
隊
を
お
呼
び
し
て
懇
親
会
に
花
を
添
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
§
３
　
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
を
築
い
た
初
代
ハ
ー
ン
の
チ
ン
ギ

ス
・
カ
ン（
成
吉
思
汗
、鉄
木
真
）の
生
涯
を
描
い
た
作
品
。
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　圧
巻
の
全
国
熊
野
会

　
去
る
八
月
二
七
･
二
八
日
に
神
戸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
全

国
熊
野
会
で
は
、
御
当
社
の
澤
田
宮
司
様
を
は
じ
め
職
員
の

方
々
、
奥
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。ま
ず
は
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
生
田
神
社
正
式
参
拝
の
あ
と
生
田
神
社
会
館
に
て
総
会
、
記

念
講
演
、懇
親
会
と
続
く
中
、さ
す
が
神
戸
。懇
親
会
場
が
狭
く

感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
の
カ
ー
ニ
バ
ル
？
に
ぎ
や
か
な
サ
ン
バ
ホ

イ
ッ
ス
ル
。翌
朝
は
、昨
夜
と
う
っ
て
変
わ
っ
て
、弓
弦
羽
神
社

で
正
式
参
拝
。こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
こ
と
の
無
い
全
国
熊
野

会
で
あ
り
ま
し
た
。硬
軟
相
交
え
た
す
ば
ら
し
い
企
画
が
な
さ

れ
て
い
ま
し
た
。企
画
か
ら
事
前
準
備
、
当
日
ま
で
き
っ
と
大

変
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。参
加
者
の
一
人
と
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

修
験
道
に
か
か
わ
る
神
社
宮
司
と
し
て

　修
験
道
に
か
か
わ
る
神
社
宮
司
と
し
て

　
私
の
本
務
社
葦
原
神
社
、
そ
し
て
、
今
年
一
月
か
ら
兼
務
す

る
こ
と
に
な
っ
た
史
蹟
で
あ
り
ま
す
船
上
神
社
。こ
の
二
社
は

修
験
道
に
か
か
わ
る
神
社
で
あ
り
ま
す
が
、
先
回
か
ら
お
話
し

て
い
る「
船
上
神
社
」に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
奥
宮
に
大
山
祇
命
（
お
お
や
ま
つ
み
の
み
こ
と
）
と
後
醍
醐

天
皇
を
お
祀
り
し
、本
宮
は
、伊
邪
那
美
命（
い
ざ
な
み
の
み
こ

と
）速
玉
男
命（
は
や
た
ま
お
の
み
こ
と
）事
解
男
命（
こ
と
さ

か
お
の
み
こ
と
）を
祭
神
と
し
て
い
ま
す
。

　
元
明
天
皇
の
頃
に
紀
伊
の
国
か
ら
勧
請
し
た
船
上
神
社
は
、

近
く
の
霊
山
「
大
山
」（
だ
い
せ
ん
）
の
影
響
を
受
け
て
修
験
道

が
盛
ん
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。大
山（
だ
い
せ
ん
）は
天
台
宗
の

比
叡
山
に
継
ぐ
第
二
の
霊
場
で
、
修
験
道
の
聖
地
で
あ
り
ま
し

た
。東
の
三
朝
（
み
さ
さ
）
に
あ
る
三
徳
山
三
仏
寺
（
み
と
く
さ

ん
さ
ん
ぶ
つ
じ
）
も
聖
地
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
霊
場
に
挟
ま

れ
る
よ
う
に
し
て
修
験
道
の
場
と
し
て
洗
練
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。ま
た
、
特
別
な
気
持
ち
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。　
船
上
神

社
宮
司
を
拝
命
し
た
事
に
よ
っ
て
、
以
前
か
ら
興
味
を
持
っ
て

い
た
「
オ
オ
カ
ミ
信
仰
」
が
よ
り
身
近
に
な
っ
た
こ
と
を
お
話

し
ま
す
。

　洋
の
東
西
で
違
う「
オ
オ
カ
ミ
観
」

　「
オ
オ
カ
ミ
送
り
」を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？「
送
り
お
お
か

み
」
で
あ
れ
ば
知
っ
て
い
る
よ
･
･
･
と
い
わ
れ
る
方
が
多
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
オ
オ
カ
ミ
そ
の
も
の
は
明
治
三
十
八
年
、
吉
野
で
「
最
後
の

オ
オ
カ
ミ
」
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
有
名
で
す
が
、
そ
の
後
日

本
か
ら
絶
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
で
、「
オ
オ
カ
ミ
は

怖
い
動
物
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。子
ど
も

の
頃
に
読
ん
だ
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
や
『
オ
オ
カ
ミ
と
羊
飼
い
』

の
記
憶
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。『
赤
頭
巾
ち
ゃ
ん
』に
登
場
す

る
オ
オ
カ
ミ
は
悪
者
で
す
ね
。こ
の
よ
う
に
西
洋
で
は
悪
者
･

害
獣
扱
い
に
さ
れ
て
い
る
オ
オ
カ
ミ
の
背
景
に
は
「
牧
畜
」
の

文
化
が
あ
り
ま
す
。家
畜
を
オ
オ
カ
ミ
に
食
わ
れ
て
い
く
人
々

の
恨
み
が
根
底
に
流
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
で
は
東
洋
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

モ
ン
ゴ
ル
は
牧
畜
で
す
。当
然
オ
オ
カ
ミ
を
忌
み
嫌
っ
て
も
い

い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。オ
オ
カ
ミ
を
神
聖

視
し
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
祖
先
も「
蒼
き
オ
オ
カ
ミ
」だ
と
す
る
信

仰
に
も
似
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。井
上
靖
と
い
う
文
豪
が
『
蒼

き
狼
』
と
い
う
作
品
を
書
い
て
い
ま
す
。再
読
も
い
い
で
し
ょ

う
ね
。

　
さ
て
、で
は
日
本
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　オ
オ
カ
ミ
は
大
神
？

　
オ
オ
カ
ミ
は
大
神
に
つ
な
が
る
、
日
本
で
は
「
大
事
な
生
き

物
」で
あ
り
ま
し
た
。か
と
い
っ
て
、
オ
オ
カ
ミ
の
害
が
ま
っ
た

く
無
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
重
要
な
生
き
物
で

葦
原
神
社

　宮
司

　河
合 

鎮
徳

全
国
熊
野
会

　鳥
取
県
支
部
長

§
１

§
2

§
3
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九
月
 
一
日
 
月
次
祭

 

八
日
 
月
釜（
裏
千
家
・
燦
燦
会
）　

十
月
 
一
日
 
月
次
祭

 

十
日
 
兼
務
社（
西
平
野
）厳
島
神
社
例
祭

 
十
一
日

 本
殿
遷
座
祭

 

 
奉
仕
総
代
青
年
会

　五
十
一
名

 

 参
列

　四
十
七
名

 
十
二
日

 例
祭・本
殿
遷
座
祭
奉
祝
祭

 

 
参
列

　八
七
名

 

 
祝
宴

　於
：
御
影
公
会
堂

 
十
三
日

 本
殿
遷
座
祭
奉
祝

 

 
地
車
宮
入・餅
撒
き

 

二
十
日
 
月
釜（
裏
千
家
・
政
宗
穂
）

 

 
西
之
町
　
富
玉
稲
荷
　
例
祭

十
月
 三
十
一
日
 神
道
政
治
連
盟
兵
庫
県
本
部
役
員
会
 

 

 
於
：
湊
川
神
社

十
一
月
 一
日
 
月
次
祭

 

三
十
日
 
総
代
会
・
氏
子
地
区
青
年
会

 

 
合
同
会
議（
年
末
年
始
打
合
せ
）

十
二
月
 一
日
 
月
次
祭

 

八
日
 
月
釜（
裏
千
家
・
髙
浜
宗
益
）

 

九
日
 
兵
庫
県
神
社
庁
教
誨
師
研
修
会

 

 
於
：
生
田
神
社
会
館
　
宮
司
出
席

 

十
日
 
神
社
庁
神
戸
市
支
部

 

 
役
員
・
顧
問
・
参
与
会

 

 
於
：
東
天
閣
　
宮
司
出
席

 

十
六
日
 
神
社
庁
神
戸
市
支
部
東
灘
部
会

 

 
宮
司
・
職
員
出
席

 三
十
一
日

 年
越「
大
祓
」・除
夜
祭

七
月
 
一
日
 
月
次
祭
　

 

九
日
 
神
道
政
治
連
盟
　
兵
庫
県
本
部

 

 
代
議
員
会

 

 
於
：
楠
公
会
館
　
宮
司
出
席

 

十
四
日
 
月
釜（
裏
千
家
・
大
井
宗
紅
）

 二
十
一
日

 夏
祭・崇
敬
会
大
祭

 

 
参
列
四
十
名

八
月
 
一
日
 
月
次
祭

二
十
七・二
十
八
日
　
全
国
熊
野
会

 

 
於
：
生
田
神
社
会
館
　
弓
弦
羽
神
社

令
和
元
年
下
半
期
日
記
抄

令
和
元
年
下
半
期
日
記
抄

弓
弦
羽
神
社 

本
殿
遷
座
祭 

次
第

１０月１３日　本殿遷座祭奉祝祭　だんじり　宮入

８月２８日　全国熊野会正式参拝
弓弦羽神社拝殿前で　記念写真

②仮殿前で
　宮司祝詞奏上

① 参列者拝殿に着座　右奥が仮殿

⑤出御（仮殿より）

⑥御本殿入御の後
　宮司祝詞奏上
　御本殿の大きさが
　判ります

⑨宮司挨拶
　真ん中の白いのは筳道・布単
　神様がお通りになる時に曳きました

⑦ 供奉員玉串拝礼

③ 召立を待つ所役

④ 召立後の前陣列立

⑧ 御本殿　閉扉

令 和 元 年１０月１１日本 殿 遷 座 祭令 和 元 年１０月１１日本 殿 遷 座 祭

令
和
元
年
十
月
十
一
日
　
午
後
七
時

先
ず
　
手
水
の
儀
　

宮
司
・
祭
員
着
座
　（
仮
殿
前
並
び
拝
殿
）

修
　
祓

宮
司
一
拝

仮
　
殿
　
　
　
開
　
扉

宮
　
司
　
　
　
祝
詞
奏
上
　
 

召
立
の
儀
　
諸
員
所
定
の
位
置
に
著
く

宮
　
司
　
以
下
　
殿
内
に
参
入

遷
御
　

　 

宮
司
・
禰
宜
・
権
禰
宜
　
御
奉
載
　

　 

諸
員
前
後
陣
に
奉
仕
し
供
奉
す
る

御
本
殿
　
入
御

宮
　
司
　
　
　
祝
詞
奏
上
　
　

宮
　
司
　
　
　
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
　
　

供
奉
員
代
表
　
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
　
　

御
本
殿
　
閉
扉
　

宮
司
一
拝

宮
司
以
下
所
役
・
供
奉
員
　
拝
殿
に
戻
る

宮
　
司
　
挨
拶
　

一
同
退
下
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一
月
 
一
日
 
新
春
一
番
祈
祷

 

 
歳
旦
祭

 

 
吉
例「
鏡
開
」

　
　
　
三
日
　
元
始
祭

　
　
　
　
　
　
吉
例「
寿
」茶
席

 

十
四
日
 
御
保
岐
祭

 
十
五
日

 「
と
ん
ど
」

 

 正
月
〆
飾
り・古
札
御
焚
上

 
二
十
六
日
 
祭
礼
打
合
せ
　
初
会

二
月
 
一
日
 
月
次
祭

 

九
日
 
月
釜（
表
千
家
・
直
井
宗
順
）

 二
十
三
日

 祈
年
祭

三
月
 
一
日
 
月
次
祭

 

八
日
 
月
釜（
煎
茶
・
東
阿
部
流
）

四
月
 
一
日
 
月
次
祭

 

五
日
 
は
な
び
ら
ま
つ
り

 

十
二
日
 
月
釜

 

 （
裏
千
家・神
戸
市
茶
道
部
親
和
会
）

五
月
 
一
日
 
月
次
祭

 

三
日

 春
季
大
祭

 

四
日

 地
車
祭（
地
車
宮
入
）

 

十
日
 
月
釜（
裏
千
家
・
岡
田
宗
桂
）　

六
月
 
一
日
 
月
次
祭

 

十
四
日
 
月
釜（
遠
州
流
・
澤
田
宗
弦
）

 
三
十
日

 夏
越「
大
祓
」

令
和
二
年

　上
半
期
行
事
予
定

と
ん
ど
の
　
お
願
い

　
当
社
で
は
、
一
月
十
五
日
に
、
正
月
の
〆
飾
り

や
古
札
の
お
焼
上
げ
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
環
境
問
題
並
び
に
、
後
片
付
け
の
負
担
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
左
記
の
様
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
何
卒
、
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　【
記
】

一
、
日
時
　
一
月
十
五
日
（
水
）
　

　
　
午
前
七
時
〜
午
後
四
時

　
　（
成
人
の
日
で
は
有
り
ま
せ
ん
）

一
、
お
焚
き
上
げ
出
来
る
も
の

　
　
正
月
の
〆
飾
り
（
橙
は
外
し
て
下
さ
い
）

　
　
神
札
・
御
守
・
破
魔
矢
等

※
　
袋
・
包
紙
等
は
お
持
ち
か
え
り
下
さ
い

一
、
出
来
な
い
も
の

　
　
鏡
餅
等
の
お
供
え
（
燃
え
ま
せ
ん
）

　
　
書
き
初
め
・
葉
書
・
手
紙
・
祝
儀
袋

　
　（
燃
え
た
紙
が
舞
い
上
が
り
危
険
で
す
）

※
　
時
間
外
の
お
預
か
り
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
　
又
、
受
け
付
け
出
来
な
い
物
は
お
持
ち
帰
り

　
　
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
元
年
度

　下
期

　
　祭
礼
等
奉
賛
者
御
芳
名

崇
敬
会
大
祭
・
例
祭
な
ど
、
例
年
特
別
の
玉
串
料
並
び
に

献
備
品
が
数
多
く
奉
献
せ
ら
れ
、
御
神
徳
を
景
仰
さ
れ
る

方
々
に
よ
っ
て
、
逐
年
、
神
威
の
高
揚
と
社
頭
の
隆
昌
と
を

仰
ぎ
ま
す
こ
と
は
御
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
御
篤
志

の
方
々
の
芳
名
を
録
し
、
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

七
月
二
十
一
日

崇
敬
会
大
祭

【
玉
串
料
】

中
御
影
地
車
保
存
会

安
達
秀
則
・
文
子
・
正
時

岡

野

安

雅

奥

野

澄

雄

藤

原

　

久

永

峰

壮

一

池

田

英

代

高

橋

義

一

田

中

艶

子

平

田

　

隆

一

原

裕

継

鍵

田

武

志

坂

本

義

人

田

中

健

彦

福

本

登

貴

雄

矢

野

勇

治

山

下

久

史

和

田

利

重

【
献
酒
】

御
影
本
町
五
六
会
自
治
会

【
献
品
】

缶
ビ
ー
ル一
箱　

保
元
孝
彦

十
月
十
一
日

本
殿
遷
座
祭

【
玉
串
料
】

村

山

美

知

子

渡

部

公

麿

㈱

谷

尾

御
影
本
町
五
六
会

郡
家
地
区
自
治
会

西
御
影
親
和
会

御
影
西
町
地
区
自
治
会

綱
敷
天
満
神
社

東
明
八
幡
神
社

本

住

吉

神

社

保

久

良

神

社

稲

荷

神

社

三

王

神

社

横
屋
八
幡
神
社

魚
崎
八
幡
宮
神
社

安
達
秀
則
・
文
子
・
正
時

岡

野

安

雅

斎

藤

利

雄

中

谷

悦

子

飯
島
佳
治
・
景
子

竹

内

路

乃

田

中

艶

子

夏

原

房

次

郎

細

川

佑

香

田

中

健

彦

森

本

建

美

山

下

久

史

十
月
十
二
日

例
祭・本
殿
遷
座
奉
祝
祭

【
幣
帛
料
】

神

社

本

庁

【
玉
串
料
】

兵
庫
県
神
社
庁

兵
庫
県
神
社
庁

神
戸
市
支
部

熊
野
速
玉
大
社

松
尾
稲
荷
神
社

芦

屋

神

社

香

雪

美

術

館

安
達
秀
則
・
文
子
・
正
時

神
戸
甲
南
ラ
イ
オ
ン
ズ

森
本
錺
金
具
製
作
所

弓

弦

羽

神

社

春
祭
協
賛
会

池
尻
石
材
工
業

渡

部

公

麿

中
御
影
地
車
保
存
会

上
御
影
自
治
会

東

町

自

治

会

明

智

慎

三

石

山

明

宣

大

江

明

仁

奥
野
運
輸
産
業
㈱

奥

村

繁

夫

加

藤

安

子

砂

田

恭

秀

田

口

多

津

藤

原

　

久

藤

原

和

子

満

園

順

一

山

西

孝

幸

西
平
野
自
治
会

飯
島
佳
治
・
景
子

太

田

清

隆

髙

橋

義

一

竹

中

栄

一

谷

田

雅

夫

常

盤

堂

平

田

　

隆

山

形

敬

直

山

村

康

雅

一

原

裕

継

北

田

建

樹

田

中

健

彦

森

下

貴

浩

【
献
酒
】

菊
正
宗
酒
造
㈱

白

鶴

酒

造

㈱

剣

菱

酒

造

㈱

郡
家
地
区
自
治
会

郡
家
地
区
地
車
保
存
会

郡
家
地
区
青
年
会

郡
家
地
区
婦
人
会

上
御
影
協
力
会

中
御
影
地
車
保
存
会

西
御
影
地
車
保
存
会

東

町

自

治

会

弓

場

自

治

会

御
影
本
町
五
六
青
年
会

御
影
西
町
地
区
自
治
会

井

上

　

学

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

こ
ど
も
園

兼

清

正

幸

関
西
電
気
商
会

三
宮
　
中
華
永
楽

徳

田

昭

一

郎

中

田

和

典

中

村

優

子

野

　

黒

浜

焼

太

郎

み

か

さ

商

店

【
献
品
】

新
米
　
３
０
㌔

　
　
　
岸
野
申
嗣

缶
ビ
ー
ル
一
箱

　
　
ま
は
ま
ん
ま

菓
　
子

虎
屋
吉
末

十
月
十
三
日

【
餅
撒
き
景
品
】

バ
ー
バ
ー
モ
リ
オ
カ

幸

栄

之

輔

ゆ

め

ぞ

う

大

　

河

現

　

吉

和

一

喜

鶏

浜

焼

太

郎

天

　

風

ま

は

ま

ん

ま

い

く

く

に

御
影
ク
ラ
ッ
セ

虎

屋

吉

末

月
次
祭

荒

井

暎

夫

大

　

　

神

奥

野

商

事

㈱

小

前

和

代

高
羽
幼
稚
園
理
事
長

　
　
　
田
川
　
智

竹

内

路

乃

田

中

英

雄

田

嶋

英

雄

野

　

　

黒

藤

原

　

久

Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
ヒ
ー

月

　釜

大

井

宗

紅

裏
千
家
　
燦
燦
会

政

　

宗

穂

髙

濱

宗

益

64/

1961 1980 1997 1961 1985 1989 2003

     

1960 1979 1996 1960 1984 1988 2002

       

  

1959 1978 1995 1959 1983 1987 2001

   

 厄除祈祷の御案内
　厄除の御祈祷は新春から節分
頃迄にお受けになられるのがよい
でしょう。
受付時間は朝９時半～午後４時
です。
ご都合の良い日にご参拝下さい。
お祓いを受け大神様のご加護を
賜り清 し々い気持ちで１年をお過
ごし下さい。

御祈祷料は８千円（以上お心持ち）
尚、ご夫婦ともに厄年でご一緒に御祈祷をお受けになられる時は１万円（以上お心持ち）とさせていただいております。

特
別
御
奉
納

拝
殿
前

　鈴
緒

　一房

　鍵
田
武
志

　濵
田
智
司

大
　
幟
　
一
流

明
智
慎
三

安
達
秀
則
・
文
子
・
正
時

岡
野
安
雅

坂
田
歯
科
医
院
　

　
　
　
　
坂
田
勝
憲

柴
田
朋
美
　
真
菜
美

武
田
圭
司

虎
屋
吉
末

㈱
本
庄
商
店

宮
本
晃
吉
・
豊
可

麦
谷
富
雄

㈱
山
本
商
店


